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産業廃棄物の不法投棄等の状況（2019年度）について 
 

 

 

 

    

  

  

〒336-0015 さいたま市南区大字太田窪 2051-2 

TEL.0120-01-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

当社では毎月メールマガジンを配信しております！ 
情報はよく目にするが情報量が多い。情報はあるけれど理解しづらい文章が多い。

そのような お悩みを解決すべく、なるべくわかりやすい文章で、最新情報や時期的に

必要と思われる情報をメールマガジンにしてお届けしています。ご了承いただければ

配信致します。 

環境省は、2019 年度の産業廃棄物の不法投棄や不適正処理事案等について調査結果を

公表しました。結果の概要は以下のとおりです。 

（1） 2019 年度に新たに判明した不法投棄事案の件数は、151 件（前年度 155 件、前年対比-4 件）、

不法投棄量は 7.6 万トン（同 15.7 万トン、同-8.1 万トン）でした。 

(2)2019 年度に新たに判明した不適正処理事案の件数は、140 件（前年度 148 件、前年対-8 件）、  

不適正処理量は 5.6 万トン（同 5.2 万トン、同＋0.4 万トン）でした。 

（3）2019 年度末における不法投棄等の残存事案は、2,710 件（前年度 2,656 件、前年対比＋54 件）、

残存量の合計は 1,625.0 万トン（同 1,561.4 万トン、同＋63.6 万トン）でした。 

※量については、四捨五入で計算して表記しているため、合計値が合わないことがあります。 

 

 不法投棄の件数としては「がれき類」が最も多く、「がれき類、建設混合廃棄物、木くず」で全体の

約 3/4 を占めています。また、不法投棄される量としては「建設混合廃棄物」が最も多く、

「建設混合廃棄物、木くず、汚泥、がれき類」で全体の約半分を占める結果でした。 

不法投棄の新規判明件数は、約 20 年前に比べて大幅に減少しており、一定の成果が見られます。

しかし、不適正処理とともにいまだ撲滅するには至っておりません。 

 残存事案に対する都道府県等の対応としては、現に支障が生じている 5 件については、

支障除去措置を実施予定です。支障のおそれがある 91 件については、その状況により支障の

おそれの防止措置、周辺環境モニタリング、状況確認の立入検査などを実施中または実施予定

です。 

 

当社では、産業廃棄物の分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい。 
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